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6月23日、唐津警察署の指導の下、３・４・５才児
を対象として交通教室が行われました。交通ルール
についてのビデオを見た後、実際に横断歩道の渡り
方などを学びました。
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平成23年度下水道排水設備工事責任技術者資格試験
【試 験 日】平成23年10月５日（水）佐賀市文化会館
【受 験 料】5,000円
【受 験 講 習】平成23年９月28日（水）佐賀市文化会館
【受 講 料】3,000円 別途テキスト代2,500円※
【受験案内配布】平成23年８月 1 日（月）～平成23年８月24日（水）
【受 付 期 間】平成23年８月16日（火）～平成23年８月24日（水）
【受 験 資 格】次のいずれかに該当する者。

①高校（旧制中学）以上の土木工学科等を卒業し、排水設備工事等の設計又は施工
に関し2年以上の経験を有する者。
②高校（旧制中学）を卒業し、排水設備工事等の設計又は施工に関し3年以上の経験
を有する者。
③排水設備工事等の設計又は施工に関し５年以上の経験を有する者。

【試 験 科 目】下水道に関する一般知識、排水設備に関する法令・事務手続・設計及び施工並びに維
持管理について

【そ の 他】受験申込手続・手数料等について詳しくは、担当課窓口で配布しております受験案内
をご覧下さい。

※使用するテキストは、受講者の方が販売元へ直接購入していただくことになります。

●生活環境課より

お問い合わせ先：生活環境課 牲５２－２１８９

税務課からのお知らせ ●税務課より

お問い合わせ先：税務課 牲５２－２１５７

８月は『町県民税第３期』・
『国民健康保険税第３期』の納期です。

○口座振替日 平成23年８月29日（月）
○納付期限 平成23年８月31日（水）

納め忘れがないよう預金残高の確認をお願いします。
口座振替をお申し込みの場合は、翌月分からの口座振替となります。

お申し込み月分までは、納付書での納付をお願いします。

また、国民健康保険税は、４月１日現在で課税されますので、入社や退社された場合など、国民健康保

険加入状況に変更があった場合には、税額が変更になりますので、速やかに手続きを行ってください。
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平成23年度 玄海町職員採用試験
●総務課より

試験区分・採用予定人員・職務内容

昭和51年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者（学歴は問いません）。ただし、社会福祉士
については、社会福祉士免許取得者または平成24年３月31日までに同免許取得見込みの者に限る。また、
次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。

・日本の国籍を有しない者
・成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。）
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、又はその執行を受けることがなくなるまでの者
・本町の職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、
又はこれに加入した者

受験資格

お問い合わせ先：総務課 牲５２－２１１１

(1) 申込書等の請求
申込書及び試験案内は、本町役場及び値賀出張所で交付します。
郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書し、必ず120円切手をはった宛

先明記の定形の返信用封筒（角形２号）を同封してください。

(2) 申込先及び申込手続
申込書に必要事項を記入し、写真欄に平成23年４月以降に撮影した本人の写真を貼って本町役場総

務課に提出してください。なお、試験区分が社会福祉士の人ですでに社会福祉士免許を有する場合、
社会福祉士免許証（写）を添付してください。

(3) 受付期間
８月１日（月）～19日（金）までの土・日曜日を除く午前８時30分から午後５時15分まで受付け

ます。郵送による場合は、締切日（８月19日）の消印のあるものに限り受付けます。

(4) 受験票の交付
受験票は受付締切後郵送します。９月１日頃までに到着しない場合は、本町役場総務課にお問い合

わせください。

受験手続

第１次試験

９月18日(日曜日) 午前９時30分集合
県立致遠館中学校・高等学校

教養試験（120分）
専門試験（90分）【土木のみ】

１０月中旬

第２次試験

11月上旬の予定

作文試験・集団討議・面接試験

11月下旬

試験の日時および場所

試験の方法及び内容

合格者発表

試 験 区 分 ①一般事務 ②土 木 ③社会福祉士
採 用 予 定 ６ 名 １ 名 １ 名
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行政の動き

平成23年

第２回玄海町議会定例会報告
平成23年第２回玄海町議会定例会は、６月10日に開会され、13日に一般質問、14日から15日ま

で予算特別委員会が開催され、専決処分の承認、条例の改正や補正予算など８議案が上程され、全て
の議案が原案どおり承認、可決されて、17日に閉会しました。
審議された議案等は次のとおりです。

（１）玄海町国民健康保険条例の一部改正
健康保険法施行令等の一部を改正する政令が平成23年３月30日に公布され、平成23年４月１日

から施行されることに伴い、専決処分していたため、その承認を受けたもの。
改正内容…出産育児一時金の改正
支給額「35万円」を「39万円」に改正するもの。

（２）玄海町国民健康保険税条例の一部改正
地方税法施行令の一部を改正する政令が平成23年３月30日に公布され、平成23年４月１日から

施行されることに伴い、専決処分していたため、その承認を受けたもの。
改正内容…課税額の改正
基礎課税額「50万円」を「51万円」に、後期高齢者支援金等課税額「13万円」を「14万円」に、
介護納付金課税額「10万円」を「12万円」に改正するもの。

（３）玄海町税条例の一部改正
地方税法の一部を改正する法律等が平成23年４月27日に公布され、公布の日から施行されること

に伴い、専決処分していたため、その承認を受けたもの。
改正内容…東日本大震災に係る雑損控除等の特例を新たに加えたもの。

専決処分の承認

（１）玄海町基金設置条例の一部改正
基金への積立て、取りくずしや基金の
運用から生じた収益の繰入れに伴い、
それぞれの基金の額を改めたもの。

電源立地地域対策交付金を受けて実施する事
業の名称及び施設等別基金の積立額内訳

玄海町の基金 （平成23年３月31日現在）

条例の一部改正 整理番号 基金の名称 基金の額(円)

1 玄海町財政調整基金 3,158,175,452

２ 玄海町土地開発基金 334,625,008

３ 玄海町公共施設整備基金 4,166,608,971

４ 玄海町減債基金 360,902,723

５
玄海町発電用施設周辺地域整備事業

1,071,881,429
で整備した公共用施設維持基金

６ 玄海町地域振興基金 909,861,195

７ 玄海町地域づくり基金 688,396,667

８ 玄海町電源立地地域対策交付金基金 953,156,251

９ 玄海町ふるさと市町村圏基金 51,750,115

10 玄海町地域福祉基金 144,630,545

11 玄海町肉用牛飼育事業基金 87,999,176

12 玄海町ふるさと・水と土保全基金 10,530,645

13 上場地区土地改良事業基金 256,952,845

14 玄海町奨学資金貸付基金 359,122,430

15 玄海町国民健康保険特別会計基金 46,294,015

16 玄海町介護給付費準備基金 85,166,368

17 玄海町下水道事業特別会計減債基金 97,001,568

18 玄海町ふるさと応援寄附金基金 1,365,893

19 玄海町核燃料サイクル補助金基金 100,000,000

番号 公共施設等の名称 基金の額(円)

1
玄海町特定環境保全公共

166,554,307
下水道事業（北部処理区）

２ 社会教育施設維持運営事業 166,928,783

３ 学校生活サポ－ト事業 117,673,161

４ 子ども学習応援事業 62,000,000

５ 有徳小学校整備事業 440,000,000
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外津地区漁船避難・プレジャーボート係留施設整備工事変更請負契約について
平成22年10月18日に請負契約した外津地区漁船避難・プレジャーボート係留施設整備工事について、

浮桟橋固定支持用杭等の設計変更に伴い、変更請負契約を締結するため、議会の議決を求めたもの。

・請負契約金額 ｢149,698,500円」を「152,813,850円」に変更

・契約の相手方 株式会社 岸本組玄海支店 取締役支店長 久保博務

・工 期 平成22年10月18日から平成23年７月29日

そ の 他

（１）一般会計補正予算（第１号）
補正予算（増額）326,569千円（総額 6,026,569千円）

補正予算の主なもの

（歳入）

固定資産税の現年課税分（九州電力に係る固定資産税分等） ………………213,600千円

核燃料税交付金（バイオマスセンター事業費充当分）…………………………25,000千円

発電用施設周辺地域整備事業基金繰入金（社会教育施設改修費充当分）……87,172千円

（歳出）

普通財産解体撤去事業費（新田地内） …………………………………………… 4,000千円

財政調整基金積立金……………………………………………………………… 183,330千円

企業誘致対策費（イチゴ選果場に係る奨励金） ………………………………… 1,500千円

玄海町バイオマスセンター事業費（設計委託料等）…………………………… 32,877千円

消防団員退職報償金（７名追加分）…………………………………………………1,042千円

中学生海外ホームステイ体験事業費 ………………………………………………… 398千円

図書事業費（図書室改修工事費、図書館用品購入費等…………………………13,085千円

町民会館維持管理費（文化ホール改修工事等）…………………………………82,766千円

施設維持管理費（社会体育館コート改修費） …………………………………… 4,406千円

ドリーム・ベースボール事業費 ……………………………………………………… 458千円

（２）水道事業特別会計補正予算（第１号）
・資本的収入及び支出

補正予算（増額）6,669千円 （総額 125,669千円）

収入

（資本的収入） 工事負担金………………………………………………………6,669千円

支出

（資本的支出） 工事請負費 ……………………………………………………6,669千円

(長倉地内の県道加倉仮屋港線改良工事に伴う水道管布設替工事費)

補正予算

お 買 い 物 は 玄 海 町 で
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●住民福祉課より

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）
八
月
十

二
日
、
娘
が
日
航
機
墜
落
事
故
で
遭
難
し

た
。
娘
は
、
中
学
校
で
体
育
の
教
師
を
し

て
い
た
。
御
巣
鷹
山
の
山
奥
で
、
傷
が
あ

れ
ば
自
分
で
止
血
、
夜
露
を
飲
ん
で
で
も
、

必
ず
生
き
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う

信
じ
て
現
地
に
馳
せ
つ
け
た
。
事
故
は
惨

事
を
極
め
想
像
を
絶
し
て
い
た
。
バ
ラ
バ

ラ
遺
体
の
中
を
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
捜
し

求
め
て
わ
が
子
に
や
っ
と
巡
り
会
え
た
の

は
七
日
目
で
あ
っ
た
。

「
ど
ん
な
に
変
わ
り
果
て
た
姿
で
あ
ろ

う
と
、
せ
め
て
一
晩
わ
が
家
の
畳
の
上
に

寝
か
せ
て
か
ら
葬
っ
て
や
り
た
い
」、
そ
う

い
う
妻
を
説
い
て
遠
い
高
崎
の
地
で
荼
毘

に
ふ
し
た
。
来
春
の
結
婚
に
夢
見
た
で
あ

ろ
う
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
せ
、
好

き
だ
っ
た
テ
ニ
ス
の
ボ
ー
ル
を
左
手
に
握

ら
せ
て
…
。

一
条
の
煙
と
共
に
、
白
骨
と
化
し
た
そ

の
遺
体
を
抱
き
し
め
た
時
、
と
め
ど
な
く

流
れ
る
涙
と
共
に
「
よ
う
帰
っ
て
き
た
の

う
」
と
思
わ
ず
微
笑
ん
だ
私
。

そ
の
時
、
一
緒
に
同
道
し
た
婚
約
者
の

姿
が
い
じ
ら
し
か
っ
た
。
彼
は
こ
の
事
故

日
航
機
惨
事
で
知
っ
た
人
の
愛
『
娘
の
遺
し
て
く
れ
た
も
の
』

田

中

蔚
し
げ
る

の
一
ヶ
月
ほ
ど
前
に
「
愛
子
さ
ん
と
の
婚

約
を
認
め
て
下
さ
い
」
と
わ
が
家
を
訪
れ

た
。「
う
ち
は
同
和
地
区
で
す
よ
」
と
言
う

と
、「
愛
子
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
両

親
が
お
盆
に
お
願
い
に
く
る
は
ず
で
す
」

こ
れ
が
彼
と
交
わ
し
た
最
初
の
会
話
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
奇
し
く
も
遺
体
収
容
の
藤
岡

市
の
体
育
館
で
両
家
の
親
が
対
面
し
た
。

私
が
同
和
問
題
に
触
れ
た
と
き
、
彼
の
お

父
さ
ん
は
「
私
は
教
師
で
す
。
少
な
く
と

も
人
様
に
平
等
を
説
く
人
間
と
し
て
、
自

分
を
偽
る
よ
う
な
こ
と
は
よ
う
し
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
た
。
私
は
返
す
言
葉
も
な
か
っ

た
。娘

の
縁
談
を
聞
い
た
と
き
「
そ
れ
で
も

親
戚
の
中
に
は
反
対
の
人
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
か
「
娘
が
先
々
思
い
悩
む
の

で
は
」
と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
思
い
過
ご
し

て
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
こ
ん

な
お
父
さ
ん
や
彼
だ
か
ら
こ
そ
、「
私
部
落

の
生
ま
れ
な
ん
よ
」
と
重
い
言
葉
を
打
ち

明
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。「
こ
れ

か
ら
も
息
子
を
、
お
宅
の
家
族
の
一
員
に

加
え
て
お
付
き
合
い
さ
せ
て
下
さ
い
」
と

お
父
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

お
盆
休
み
の
休
暇
が
切
れ
、
い
く
ら
勧

め
て
も
彼
は
職
場
に
帰
ろ
う
と
し
な
か
っ

た
。
疲
れ
果
て
た
妻
の
肩
を
も
み
、
私
に

濡
れ
た
タ
オ
ル
を
絞
り
、
買
い
物
や
電
話

の
応
対
や
、
遺
体
の
確
認
に
奔
走
し
て
く

れ
た
。

四
十
九
日
が
す
ん
で
か
ら
、
彼
は
畳
半

分
も
あ
る
大
き
な
娘
の
肖
像
画
を
持
っ
て

き
た
。
娘
の
面
影
が
そ
こ
に
は
鮮
や
か
に

描
か
れ
て
い
た
。「
仕
事
の
合
間
に
毎
晩
絵

筆
を
と
る
間
だ
け
が
心
安
ま
る
時
な
ん
で

す
。
愛
子
さ
ん
に
会
い
た
く
な
れ
ば
、
こ

の
絵
を
見
に
来
ま
す
」
と
四
十
九
日
を
一

つ
の
区
切
り
に
思
い
を
断
ち
切
ら
せ
た
い

と
願
っ
た
私
だ
っ
た
の
だ
が
。

十
一
月
の
連
休
に
は
、
彼
が
泊
ま
り
が

け
で
や
っ
て
き
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
、

稲
刈
り
や
脱
穀
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。「
こ

れ
で
、
来
年
田
植
え
を
す
れ
ば
僕
も
ひ
と

か
ど
の
お
百
姓
さ
ん
に
な
れ
ま
す
か
ね
」

と
も
言
っ
た
。
あ
れ
か
ら
数
ヶ
月
、
や
が

て
そ
の
田
植
え
の
時
期
が
や
っ
て
く
る
。

遺
体
が
見
つ
か
る
ま
で
の
一
週
間
、
娘

が
神
戸
を
発
つ
と
き
の
服
装
や
持
ち
物
、

歯
型
な
ど
の
情
報
を
持
っ
て
、
数
人
の
友

達
が
阪
神
や
和
歌
山
か
ら
駆
け
つ
け
て
く

れ
た
。
い
ず
れ
も
大
学
時
代
や
そ
の
後
の

ス
ポ
ー
ツ
仲
間
だ
っ
た
。
葬
式
が
す
ん
で

か
ら
も
四
国
や
岡
山
か
ら
友
達
が
訪
ね
て

き
た
。
友
情
と
は
何
な
の
か
。
愛
と
は
い

っ
た
い
何
な
の
か
。
ひ
と
か
ど
に
愛
の
道

を
人
に
説
い
て
き
た
私
は
果
た
し
て
そ
れ

が
で
き
る
の
か
。
愛
と
は
人
に
説
く
こ
と

で
は
な
く
行
う
こ
と
な
の
だ
。
そ
れ
を
私

は
教
え
ら
れ
た
。

人
の
命
に
は
限
り
が
あ
る

だ
か
ら
自
分
の
思
う
よ
う
に
い
き
た
い

人
は
軽
く
、
十
年
先
、

二
十
年
先
を
口
に
す
る
け
ど

そ
の
と
き
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

今
、
光
っ
て
い
た
い

娘
の
絶
筆
で
あ
る
。「
今
、
光
っ
て
い
た

い
」
の
思
い
を
遺
し
て
娘
は
還
ら
ぬ
人
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
朝
夕
仏
壇
に
合
掌
す

る
た
び
に
、
唱
え
る
べ
き
お
経
を
知
ら
な

い
私
は
、
こ
の
詩
を
口
ず
さ
む
。
い
つ
の

間
に
か
フ
シ
の
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
詩
を

口
ず
さ
み
な
が
ら
、
私
は
水
平
社
宣
言
の

さ
い
ご
に
あ
る
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人

間
に
光
り
あ
れ
」
の
西
光
万
吉
の
言
葉
と

が
、
重
な
り
合
っ
て
今
日
も
静
か
に
手
を

合
わ
せ
る
。

人
を
愛
し
愛
さ
れ
る
人
に
育
て
よ
と

名
付
け
し
、

「
愛
子
」
空
に
散
り
逝
く

「
感
性
に
訴
え
る
同
和
教
育
」

明
石
書
店

一
九
八
八
年

〜
８
月
は
佐
賀
県
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
〜
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新
農
業
委
員
決
ま
る

玄
海
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
の
結
果
、
次

の
方
が
新
し
い
農
業
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
任
期
平
成
23
年
７
月
20
日
〜
平
成
26
年
７
月
19
日
）

氏

名

地
区
名

選
出
区
分

前

川

悟

有
浦
下

公

選

世

戸

富
士
夫

有
浦
上

公

選

吉

田

憲

昭

大

薗

公

選

片

山

敏

泰

仮

立

公

選

山

口

房

雄

石

田

公

選

湯

尾

三

重

普
恩
寺

公

選

坂

本

義

昭

湯
野
尾

公

選

木

場

善

男

花
ノ
木

農

協

推

薦

中

山

敦

夫

栄

共
済
組
合
推
薦

岡

本

孝

轟

木

土
地
改
良
区
推
薦

古

舘

義

純

値
賀
川
内

議

会

推

薦

脇

山

伸
太
郎

諸

浦

議

会

推

薦

日

高

貴
智
男

長

倉

議

会

推

薦

※
公
選
委
員
は
届
出
順
で
す
。

農地の売買、贈与、貸借等の許可
農地を買いたい(売りたい)方、
農地を借りたい(貸したい)方、農業をやってみたい方、
まずは、農業委員会へご相談ください！

農地の売買、贈与、貸借などには農地法第３条に基づく農業委員会（または都道府県知事）の許可が必要です。
この許可を受けないでした行為は、無効となりますのでご注意ください。
なお、農地の売買、貸借については農業経営基盤強化促進法に基づく方法もあります。
詳しくは農業委員会にお問い合わせください。

農地法第３条の主な許可基準

農地法第３条に基づく許可を受けるためには、次のすべてを満たす必要があります。

・今回の申請農地を含め、所有している農地または借りている農地のすべてを効率的に耕作すること
（すべて効率利用要件）
・法人の場合は、農業生産法人の要件を満たすこと（農業生産法人要件）
・申請者又は世帯員等が農作業に常時従事すること（農作業常時従事要件）
・今回の申請農地を含め、耕作する農地の合計面積が下限面積以上であること（下限面積要件）
・今回の申請農地の周辺の農地利用に影響を与えないこと（地域との調和要件）

※詳しくは、玄海町ホームページに掲載しております。

農地法第３条

お問い合わせ先：農業委員会 牲５２－２１９８



輝 く 未 来 「 協 働 と 共 創 の ま ち 」 玄 海 町

10 月9 月
実施日（曜日） 種 別 受 付 時 間 場 所 対 象 者

母子関係

９月７日（水） １歳６ヶ月児健診 13:30～13:50 役 場 Ｈ21.12～Ｈ22.3月生

９月12日（月） 乳 児 相 談 10:00～11:00 役 場 Ｈ23．６月生

９月28日（水） 乳 児 健 診 13:30～13:50 役 場 Ｈ22.10～Ｈ23.3月生

10月14日（金）
歯科教室

13:10～13:30 役 場
１歳～１歳５ヶ月

歯科健診 ２歳児、希望者

10月17日（月） 乳 児 相 談 10:00～11:00 役 場 Ｈ23．７月生

成人関係

９月９日（金） 総合がん検診 8:30～11:00 仮屋東公民館 仮屋・大薗・石田

９月15日（木） 特定健康診査 9:00～11:00 町民会館 40才～74才国民健康保険加入者

の 健 康 カ レ ン ダ ー

●保健介護課より

風がなく、湿度が高い日は要注意！
気温･湿度が高い、風がない、寝不足や二日酔いだったりすると、体温調節が働かなくなり、熱が体内

にたまって体温が上昇します。気温28度以上から熱中症患者が増えてきます。

熱中症予防のために！
１．温度計・湿度計を準備（自分の感覚だけに頼らない）→適度にエアコンや扇風機を使用しましょう。
２．体温計で体温が普段より上昇していないか確認→体温が高い時は、冷たいタオルで体を拭いたりして

体を冷やしましょう。
３．朝食で、味噌汁やスープを食べましょう。→水分と塩分の補給になり、熱中症予防になります。

熱中症になりやすい人！
・高齢者 ・乳幼児 ・スポーツ時に無理をしすぎる人 ・冷房依存度が高い人
・体調が悪い場合（寝不足、二日酔い、発熱、下痢など）

お問い合わせ先：保健介護課 牲５２－２１５９

～のどが渇いていなくても、定期的に水･お茶を飲みましょう。～

■睡眠を６時間すると（体重60kgの人で）→約500mlが汗や尿で失われます。
■スポーツで噴き出る汗の量は→30分で約500mlが全身から発汗されます。
■アルコールやカフェインは、尿の量を増やします。

脆
つまり、就寝の前後、スポーツの前後や途中、飲酒の後は、水分が不足しやすいので、
早めにこまめに 水分補給しましょう。

水分補給はジュース類ではなく、水･お茶がよいです。
糖分が多いと、水分がからだに吸収されにくくなります！
スポーツドリンクは糖分が多いので普段の水分補給には向きません。
運動時や発熱などの時でも、約3倍に薄めて飲むことをおすすめします！
※スポーツドリンク（500ml）の砂糖量32g（１日の適正な砂糖量は20g以下、３～５歳児は15gです。）

とくに心臓や腎臓などの基礎疾患がある方は、飲み物の種類や量を主治医に相談しましょう

水 分 補 給 が 大 切

8

摂取 排出

飲み水
1.2雀

食事に
含まれる
水分
1.0雀

代謝の過程で
生じる水分

呼吸や汗
1.2雀

尿や便
1.3雀

0.3雀

安静時での
体の水分バランス
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●住民福祉課より

旧日本赤十字社救護看護婦
の皆様へ旧 陸 海 軍 従 軍 看 護 婦

先の大戦において戦地等に派遣され戦時衛生勤務に服された、旧日本赤十字社救護看護婦及び
旧陸海軍従軍看護婦のうち、以下の要件を満たす方に対して、下記により内閣総理大臣名の書状
を贈呈いたします。
書状の贈呈は、請求に基づいて行うこととしておりますので、書状の請求をされる方は、

総務省大臣官房総務課管理室へ直接請求書類を送付してください。

1.請求することができる方
旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦で、外地等(別表に定める事変地の区域又

は戦地の区域)における勤務経験を有する方のうち、４に該当しない方。
ただし、日本国籍を有する方で、本人限りとします。

2.請求書及び添付書類
請求に必要な下記書類に必要事項を記入し、『総務省大臣官房総務課管理室』に直接送付して

ください。
(1)書状に関する請求書
(2)勤務期間に関する経歴書
(3)請求時の戸籍抄本又は住民票(どちらか1通)

3.書状の贈呈方法
『総務省大臣官房総務課管理室』において審査を行なった上、贈呈対象者には当室から請求者

又は代理人の方に送付いたします。
なお、請求書を受け付けてから書状を贈呈するまでには、概ね１か月程度かかりますので、あ

らかじめ了承ください。
又、請求後に住所等を変更される場合は、必ず当室あて葉書等でご連絡ください。ご連絡がな

い場合には、贈呈ができなくなることがあります。

4.注意事項
次のいずれかに該当する方は対象となりません。
(1)慰労給付金又は普通恩給を受給されている方
(2)ご遺族の方
(3)すでに書状を受け取った方
(4)無期又は３年を超える懲役若しくは禁固の刑に処せられたことのある者

5.請求期限
書状の請求期限は、平成25年３月31日までです。

6.請求書類の送付先及び問い合わせ先
〒100-8926 東京都千代田区霞が関2-1-2 中央合同庁舎２号館８F
総務省大臣官房総務課管理室 業務担当
TEL ０３（５２５３）５１８２

慰労給付金の支給対象とならない方に内閣総理大臣名の書状が贈呈されます。

(注)請求書類の受付は、各都道府県及び各市町村では行なっておりません。

9
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Ｄ
中

通

Ｃ
石

田

Ｂ
仮

屋

Ａ
新

田

《決勝トーナメント戦》
仮 屋

1 ２ ２ 0
1２

平成23年4月17日(日)開催
昨年は、あいにくの雨で屋外競技の部（ゲートボール・グラウンドゴルフ）が中

止になりました。今年も少し天候が心配でしたが、無事に3競技行われました。参
加チームはゲートボール（14地区）・グラウンドゴルフ（21地区）・バドミント
ン（8地区）で盛大に開催されました。
3競技とも地区の名誉や個人のプライドを胸に老若男女がいい汗をかいて各会場、

熱気に包まれていました。各競技の優勝はゲートボールが仮屋（3年ぶり6回目）グ
ラウンドゴルフが新田（8年ぶり6回目）バドミントンが仮屋（2年ぶり12回目）で
す。準優勝以下は下記掲載をご参照下さい。
選手の皆さん、役員の皆さんお疲れ様でした。

バドミントン大会 ゲートボール大会 グラウンドゴルフ大会

輝 く 未 来 「 協 働 と 共 創 の ま ち 」 玄 海 町

③

① ②

（有浦上）

（小加倉） （有浦下）

16―
13

15―10

７
―
14

～Aパート～

③

① ②

（轟木）

（外津） （中通）

11―
16

15―12

12
―
14

～Bパート～

優 勝 仮 屋
準優勝 石 田
第３位 中 通

新 田

《予選環状リーグ戦》

④

① ②

③

（外津） （中通）

～Aパート～

※各パート上位２チームが決勝トーナメント進出
（同勝敗の場合は得失ゲーム率で行い、得失ゲーム率が同
じ場合は得失点差で決する。）

（石田） （座川内）

０
―
３

２―１

３―０

２
―
１

④

① ②

③

（有浦上） （新田）

～Bパート～

（仮屋） （平尾）

０
―
３

０―３

３―０

３
―
０

Ｄ
仮

屋

Ｃ
値
賀
川
内

Ｂ
外

津

Ａ
小
加
倉

《決勝トーナメント戦》
仮 屋

10 19 7 15
1917

優 勝 仮 屋
準優勝 外 津
第３位 小加倉

値賀川内

《予選環状リーグ戦》

③

① ②

④

（値賀川内） （新田）

～Cパート～

（諸浦） （普恩寺）

25
―
６

11―10

25―7

21
―
16

③

① ②

④

（石田） （藤 平）

～Dパート～

（長倉） （仮屋）

15
―
８

23―11

７―18

８
―
23

順位 地区名 合計スコア

優勝 新 田 449

準優勝 仮 屋 451

3位 有 浦 上 452

4位 長 倉 455

5位 外 津 469

6位 普 恩 寺 478

7位 諸 浦 484

8位 浜 野 浦 488

9位 牟 形 495

10位 値賀川内 509

11位 轟 木 511

11位 湯 野 尾 511

13位 小 加 倉 514

14位 座 川 内 516

15位 藤 平 530

15位 田 代 530

17位 大 薗 535

18位 石 田 537

19位 中 通 548

20位 仮 立 552

21位 有 浦 下 560
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「夏の学び場」実施中
●教育課より

防犯パトロール車「青パト」の配備
●教育課より

玄海町青少年育成町民会議に、日本財団の助成を受

けて、青パト（青色回転灯装備車）が配備されました。

青パトは、地域の防犯パトロールに使われ、町内の

安全を守ります。

青パト購入にあたり、「青少年の健全な育成のため

に、地域と一体となって取り組む事業」として、以下

の各団体様にご支援を頂きました。この場をお借りし

て御礼申し上げます。

・株式会社岸本組

・（有）カタヤマ

・（有）嵯峨苑

・玄海産業株式会社

・株式会社上場食肉

・（農）中山牧場

・株式会社玄海タクシー

・（有）玄匠産業

・活魚 岩下水産

・有限会社池田産業

・有限会社宮崎建設

・有限会社徳永工務店

・玄海海上温泉パレア

・有限会社中山ストアー

・つりセンター玄海

・有限会社牧原商店

・アップル企画

・株式会社岸本砕石

・株式会社 小野建設

・友田商店

玄海町教育委員会では、小中学校の夏休みの期間中、勉強や読書に取り組む「学び場」として、町民会

館の一室を開放しております。

子どもから大人まで、利用者の制限はありません。是非、ご利用下さい。

期間 平成23年7月21日（木）～8月31日（水）

※お盆（8月13日～16日）、町民会館の休館日（8月8日、22日、29日）を除く。

時間 午前10時～午後5時

場所 原則として町民会館 談話室

約束事

(1)他の人の迷惑になるような行動はしない。

(2)物を壊したり、落書きをしたりしない。

(3)部屋のなかで、飲んだり食べたりしない。

(4)帰るときは、使ったものを片付ける。
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●教育課より

７月１日 有徳小 読み聞かせ
読書ボランティア７名で絵本の読み聞かせに各クラスに

入りました。子どもたちは、静かに考えたり面白いところ
は笑ったりしながら、絵本の世界に浸っていました。

６月29日 有浦中 交通安全教室
全校生徒を対象とした交通安全教室が開催され、防犯･

安全指導員が参加しました。
生徒たちは、自転車事故の責任や怖さについてビデオで

学習したあと、玄海町の道路環境に応じた自転車の正しい
乗り方の説明をとても真剣に聞いていました。

いつもいろいろなかたちでご協力いただきありがとうございます。ボランティア活動をし
ていただける方をまだまだ募集しています。

登録のお問い合わせは、玄海町教育支援センターあっとむ（５１－３０８３）までお願い
します。

７月１日･５日･11日 有徳小 ナップザック作り
６年生のナップザック作りに学習支援６名が参加しまし

た。ミシン糸のかけ方や直線縫い・返し縫いなどのお手伝
いをしました。みんな熱心に取り組み、予定よりも早く進
められました。

７月４日 値賀小 大豆畑の畝作り・種まき
５年生の『総合的な学習の時間』
の大豆植え支援をしました。
JAからつ女性協の坂本裕子さ

んのお話をしっかり聞いて畝作
り・種まき・土かぶせの作業を分
担し、てきぱきと終わることがで
きました。
最後に熱中症予防のイオン飲料

をみんなでおいしく頂きました。
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今年度より小中連携教育が始まりました

小中連携教育とは･･･

小学校と中学校の情報の共有化を進めています。そのため連携兼務教員が小学校と中学校の間を行き来してい
ます。
小学校の先生が中学１年のクラスに入り、入学後の子どもたちの緊張や不安をほぐし、「中１ギャップ」を緩

和できるように中学校の先生とともに指導しています。
中学校の先生は、小学校高学年の外国語活動に入り専門性や得意分野を生かし授業をしています。
月に一度、小中連携兼務教員研修会を開き各学校の情報交換を行い、次回の授業に役立てています。

●教育課より

２学期も小学校と中学校の連携を深めていき、授業の中で「同じ教室に小学校と中学校の先生がいるこ
と」、「その先生方が楽しく授業を進められていること」も子どもたちへの大切なメッセージとして伝えて
いきます。

小中連携

兼務教員

所属学校 氏 名 連携校 学年 教 科 時間数

有徳小 鶴田 亜紀 有浦中 1年 数 学 週2時間

有浦中 大川内麻美 有徳小 5・6年 外国語活動 週３時間

値賀小 村岡 賢一 値賀中 1年 数 学 週１時間

値賀中 舘林 祐子 値賀小 5年 外国語活動 週１時間

小学５年：外国語活動の授業の様子 中学１年：数学の授業の様子

◆◇◆ 中学校の先生より ◆◇◆

☆外国語活動では、大きな声で元気よく活動している姿

が印象的でした。

☆小学校の先生方と話ができて、中学校の授業と違った

雰囲気で楽しく活動しています。

◆◇◆ 小学校の先生より ◆◇◆

☆子どもたちが「先生！」と安心した表情で話しかけき

て、学校の様子を話してくれます。

☆中学校の生活に日々慣れていく様子がわかり、成長を

感じています。

各学校での取り組み

「中1ギャップ」って…何だろう？
中学校に入学した子どもたちが、小学校と違う文化や環境、人間関係

などにとまどい、不安やストレスを抱え、学習や生活の変化になじめ

ずに不登校やいじめなどが急増する現象のことです。

たとえば･･･

（1）授業をたくさんの先生から習い、内容がさらに専門的になり悩む。

（2）思春期に入り心身のバランスがとりにくく、心理的に不安定に

なる。

（3）小学校で感じにくかった縦社会がつくられ人間関係に悩んでいく。

玄海町教育委員会



玄海町教育の日 （文責：校長）

１年生がイモ苗を植えました

有浦川の水質調査学習
６月27日（月）の３～４校時に、５年生は総合的な学習の時間に有浦

川の水質調査学習を行いました。今回の学習では佐賀県環境センターよ

り４名の方々をお招きし、有浦川の水をはじめプールや防火水槽などの

水質について臭いや色、透明度、COD（水の汚れをきれいにするために

使われる酸素の量）値など、様々な角度から調べるという体験をするこ

とができました。

笑顔輝く有徳の子ども～徳は孤ならず必ず隣有り～
○かしこい子 ○ただしい子 ○やさしい子 ○たくましい子

６月13日に１年生がイモ苗の植え付けを行いました。

地面を耕し、ウネを作り、マルチをかけ、苗を一本

ずつ植えていきました。

これから夏の水やりや除草作業など丹精込めて育て

ていきたいと思っています。11月の収穫をとても楽し

みにしています。今年の１年生がどんな料理に挑戦す

るのか期待しています。

生徒総会が開催されました
６月14日の午後、「よりよい有中にするために、自分の意見を出しあおう」をテーマに本校生徒総会が開かれま
した。この日に向けて生徒会役員はリハーサルを繰り返し、学級では事前の討議をしました。総会では議事がスム
ーズに進んでいき、本年度の予算と活動方針が満場一致で承認されました。みんなで決めたことです。みんなで守
っていきたいものです。

（文責：校長）
「志をもち、心豊かでたくましい生徒の育成」

学級討議の結果は…活動計画の提案です本部役員と専門部役員です みんな真剣に参加した総会でした

14

６月の第３日曜日は玄海町教育の日です。
今年は６月19日（日）に、授業参観と教育講
演会を開催しました。
２時間目と４時間目の授業参観では、道徳
６学級、国語５学級、算数４学級、社会３学
級、体育２学級、学活１学級の公開でした。
３時間目の教育講演会では前伊万里市民図
書館長の犬塚まゆみ先生をお迎えして「家読
のすすめ」と題してお話をしていただきまし
た。家読とは何なのか、どんな取り組み方が
あるのかなどとともに、３冊の絵本の読み聞
かせもしていただきました。



（文責：校長）

エレクトーンやシンセサイザーの演奏 絵本「つながっている」の読み語り 家読のテーマソング
「こころつないで」を披露

平和集会（４年生）での発表 ６年生の発表 地域の皆さんによる戦争体験の話

１年生国語の授業参観。廊下からも大勢参観されました。

15

交通安全優良校表彰をいただきました。

玄海町教育の日
６月19日（日）は、玄海町教育
の日でした。値賀小学校では、授
業参観、平和集会、戦争体験者の
話、アイシスコンサート「絵本と
音楽の世界」を開催いたしました。
地域の方、保護者､ご家族の方々に
参観していただきありがとうござ
いました。

６月10日（金）に唐津地区交通安全協会の
定期総会が行われました。
その場で佐賀県警察本部長・佐賀県交通安
全協会長 連名による「交通安全優良校表彰」
の伝達が行われました。
これは、長年の交通安全教育と児童の交通
事故０の成果だと考えています。
朝会で紹介し、「これからも交通事故０を続
けましょう」という話をしました。

やる気いっぱい学ぶ子
笑顔いっぱいやさしい子 力いっぱいがんばる子

教育
目標



【世界にとびだせ!】…６月19日(日) 玄海町教育の日 教育講演会より
講師の堤和之氏は、御年75歳。33歳で現在の「株式会社 シグマ」を創業され、昨年からは相談役としてご

活躍中です。60歳という節目の年を迎えられてからは積極的に海外に目を向けられ、現在まで約13か国に出か

けられ、ボランティア活動をされています。最近は、自分の体験を通し、子どもたちに夢を追い求めて世界に

とびたって欲しいという思いで、盛んに講演活動を行っておられます。

今回の講演では、写真を交え海外６カ国での体験談を紹介され、「人との出会いが大切であり、人との出会い

によって人生が大きく左右され、さらに自分を高めていこうという意欲がでてきた」こと。「あいさつと返事が

とても大事で、声の大きさ・お辞儀の仕方等を考えて行う」こと。そして最後に「イエスマンになり、何事に

も‘イエス’と答えると、人間関係がよくなり視野が広まり人生観が変わる」等。１時間という短い時間では

ありましたが、これからの生活を送っていく上で、とても大切な事をたくさん学ばせていただきました。

【お・か・し】…おさない！かけない！しゃべらない！６月22日(水) 避難訓練にて
学校では災害や突発的な事件に遭遇したことを想定して、定期的に避難訓練を実施しています。今年度の第

１回目は唐津消防本署西部分署の方々に来ていただき、火災による避難訓練及び消火訓練を実施しました。

当日は、別棟２階の調理室から出火したという想定で、実際に報知機ベルを作動させ、「119番」に通報して

行いました。いかに落ちついて、いかにはやく避難できるか、また、消火の際の消火器の使用はどうすればい

いのか等を課題に実施しました。消火については、実際消防署員の方の指導のもと、水消火器を使って５人の

代表の生徒が手際よく消火活動を行いました。避難についても殆どの生徒が真剣に迅速に行動し、褒めていた

だきました。なお、消防署員の方の講話の中で、地震に対する避難の仕方やその対応についてのお話もしてい

ただき、とても勉強になりました。

～６月の行事から～

教育講演会・避難訓練から･･･生きていくための多くのことを学ぶ！

16

（文責：教頭）

講師の堤 和之氏 生徒会によるお礼の言葉と花束贈呈 講演を聴く生徒と保護者

消火器の説明 消火活動 ① 消火活動 ②
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●教育課より

障害者の各種の相談に応じ必要な援助を行う業務を３名の方に委託しています。相談内容や身上に関す
る秘密は守られますのでお気軽にご相談ください。

○身体障害者相談員
小山 悟 諸浦 TEL ０９５５－５２－２００７
伊藤 雅章 普恩寺 TEL ０９５５－５２－３３３６

○知的障害者相談員
八島 晴樹 中通 TEL ０９５５－５２－２５３５

障害者相談員の紹介
●住民福祉課より

相談内容
（１）障害者手帳申請に関すること。
（２）障害福祉サ－ビスに関すること。
（３）医療・年金・就職・生活等に

関することなど。



輝 く 未 来 「 協 働 と 共 創 の ま ち 」 玄 海 町 18

アメリカへのホームステイを通し、人生観やものに

対する考え方が前向きな姿勢へと変わり、この経験が

私の人生に大きな刺激を与えました。

私は、アメリカという見知らぬ土地で一人になった

時、自分がどんなにちっぽけであるかを実感しました。

と同時に、自分の駄目な部分が次々と露わになりまし

た。まずコミュニケーションです。言葉の壁や文化の

違いに、ある程度の覚悟はできていましたが、何度も

部屋から出ずに殻に閉じこもってしまいました。どう

しても自ら行動し、相手と接触することに対して積極

的になれずにいました。私にとって、日本では簡単に

行動できていたことでも、一歩外にでるととても難し

いと感じました。それでも、ホストファミリーを始め

とする周りの方々は暖かく迎えてくれました。私もそ

れに答えようと努力していくうちに、言葉が通じなく

ても、伝えたいことを積極的に表現していくことが、

いかに大切かということを学びました。

アメリカ人はたとえ小さなことでも自分の考えや、

意見をしっかり持っています。私は人の意見や話を聞

く時に、ただ納得するだけで、自分の考えを伝える習

慣がなかったので、アメリカで生活する中で、言動一

つ一つに大きく刺激されました。それからは、たとえ

どんな小さな事でも、自分の意思をしっかりと持った

上で、外からのアドバイスも取入れ更に自身の成長の

糧に繋げようと思いました。また、何事にも積極的で、

行動力を持って自分の考えを実現化して行くアメリカ

人の姿勢は、考えさせられることが多くありました。

よく、アメリカに行くと視野が広がると言う言葉を

耳にしますが、私の場合はその言葉だけではまとめら

れない程でした。アメリカに行き、文化や言葉の違い

はもちろん、全てに於いてのスケールの大きさは、心

の成長、更に時として寛大な気持ちで物事に対する判

断力と人間関係を形成できました。他国の文化を、身

を持って学ぶことで、これまでの感謝と、出会いの喜

びを知り、日々前進する今の自分自身になれました。

現在、社会人として生活する中で、仕事に対する積

極性も大切だけど、多くの人と接することにより、多

視点から物事を考えることが必要である、と日々感じ

ています。行き詰まった時や人生の岐路に立った時な

ど、ホームステイで学んだ経験を生かし、色々な方向

から物事を受止られるようになりました。

私は、玄海町からアメリカへホームステイさせて頂

いたチャンスを心から感謝し、沢山の後輩達に、この

声を届けていきたい気持ちで一杯です。

栄 木場 かおり

●教育課より

〜
夢
を
実
現
さ
せ
て
く
れ
た
本
〜

中
一
の
時
、
夏
休
み
の
宿
題
で
昆
虫
標
本
を

提
出
し
た
。
す
る
と
、
県
の
児
童
生
徒
理
科
作

品
展
で
入
選
と
な
り
、
玄
海
町
の
昆
虫
３
０
０

種
を
目
標
に
採
集
を
し
よ
う
と
考
え
た
。
し
か

し
、
当
時
、
家
に
は
図
鑑
も
な
く
、
図
書
室(

当

時
は
校
舎
が
諸
浦
に
あ
り
新
校
舎
の
二
階)

へ
行

っ
た
と
こ
ろ
「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
」
を
見
つ

け
、
何
度
と
な
く
読
み
返
し
、
将
来
は
昆
虫
学

者
に
な
る
こ
と
を
夢
見
た
。

南
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
た
ジ
ャ
ン
・
ア
ン
リ
・

フ
ァ
ー
ブ
ル
は
家
が
貧
し
く
幼
少
時
に
は
祖
父

の
家
に
預
け
ら
れ
た
。
15
歳
の
時
に
一
家
離
散

と
な
り
、
肉
体
労
働
で
糊
口
を
凌
ぎ
な
が
ら
独

学
で
学
問
を
続
け
、
師
範
学
校
に
首
位
で
入
学

し
、
教
師
の
道
へ
進
ん
だ
。

40
歳
の
時
「
植
物
は
お
し
べ
と
め
し
べ
で
受

粉
す
る
」
と
礼
拝
堂
で
講
演
し
た
と
こ
ろ
、
教

育
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
昆
虫
観

察
に
没
頭
し
、
昆
虫
記
を
執
筆
し
た
。

正
し
い
こ
と
を
求
め
て
学
ん
で
い
っ
た
彼
の
姿

に
共
鳴
を
覚
え
、
私
も
彼
の
よ
う
な
教
師
に
な

ろ
う
と
20
年
前
墓
参
り
し
て
誓
っ
て
き
た
。

本
は
多
く
の
夢
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
玄
海

町
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
本
を
読
ん
で
心
豊

か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
の
一
冊
⑭
　

吉
田
喜
美
明
さ
ん

（
唐
津
市
在
住

諸
浦
出
身
）

お
す
す
め
の
本

●教育課より
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平
成
22
年
６
月
18
日
か
ら
平
成
23
年
６
月
14
日
ま
で
に
な
く
な
ら
れ
た
方
等
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
よ
り
各
地
区
区
長
を

通
じ
て
許
可
を
得
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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私たち警察官は、身近な暮ら
しに忍び寄る犯罪や事故を未然
に防ぎ、「街の安全の確保」と
「平和な暮らし」の実現を目指
して活動しています。
「佐賀を守る力となれ」
というキャッチフレーズに魅力
を感じたみなさんの応募をお待
ちしています。佐賀県警察で共
に頑張りましょう!!
○受験年齢等(平成24年4月1日現在)
18歳以上30歳未満の人
(警察官Ａ(大学卒業程度)の
受験対象者を除く)
○試験案内･受験申込書配布開始日
7月15日(金)
○受験申込受付期間
8月19日(金)～9月9日(金)
○第1次試験日・試験地
10月16日(日)
佐賀西高等学校及び付属中学
○第2次試験日
11月上旬～中旬(予定)
○最終合格発表
12月上旬(予定)
○採用試験に関する問い合わせ先
上記電話番号または佐賀県
警察本部
TEL0952-21-1111(代表)
ホームページ
http://www.police.pref.saga.jp/kenkei/

唐津市消防本部では、広く
住民の皆さんを対象に救命講
習会を開催します。
○対象者
どなたでも参加できます。
○講習日時
9月4日(日) 午前9時～12時
○講習場所
唐津市消防本部3階講堂
○定 員 先着30名
○受講料 無料
○講習種類 『普通救命講習Ⅰ』
○講習内容
1.応急手当の重要性
2.基本的心肺そ生法・AED
の使用法・異物除去法・止血
法・効果確認
○申込期間
8月1日(月)～8月31日(水)
午前8:30～午後5:15
※ただし、土曜日・日曜日は
除きます。
○申込方法
消防本部(三階)及び消防署救急
係と各分署所に準備している
申込書で申し込んでください。
※消防本部のホームページに
も掲載しています。
※郵送の場合は、8月31日
（水）同日消印有効。
またFAXでの申し込みも受け
付けます。
※詳しくは、次に問い合わせ
てください。
○問い合わせ
上記電話番号または
〒847‐0861
唐津市二タ子三丁目二番四十六号
FAX74‐0119
消防本部ホームページ
http://www.karatsu119.jp/

救命講習会 受講者募集

問）消防本部 警防課 救急救助係
牲72‐4148

平成23年度 警察官Ｂ
採用募集

問）唐津警察署
牲 0952-72-2101(代表)(内線211)

８月の行事カレンダー
日 曜 行 事 予 定
1 月 九州交通安全の日

ノーテレビ･ノーゲームデー
中学生原子力関連施設見学会

2 火
3 水 移動図書

心配ごと相談
（10:00～15:00）
場所：役場

4 木
5 金 消費生活相談

（10:00～16:00）
場所：役場
少年の船（韓国）

6 土
7 日
8 月 乳児相談

（受付10:00～11:00）
場所：役場

9 火
10 水 移動図書
11 木
12 金 消費生活相談

（10:00～16:00）
場所：町民会館

13 土
14 日
15 月
16 火
17 水 人権相談

（9:00～12:00）
場所：役場
移動図書

18 木

19 金 消費生活相談
（10:00～16:00）
場所：役場

20 土 県民交通安全の日
21 日
22 月
23 火
24 水 女性相談（10:00～17:00）

場所：役場
ポリオ生ワクチン投与
（受付14:10～14:30）
場所：役場
移動図書

25 木 育 児 学 級
（受付13:10～13:30）
場所：町民会館
寿教室（10:00）
場所：町民会館

26 金 消費生活相談
（10:00～16:00）
場所：町民会館
女性セミナー（受付10:00）
場所：町民会館

27 土
28 日
29 月 口座振替日

（町県民税･国保税）
30 火
31 水 納付期限

（町県民税･国保税）
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NHK学園では、生涯学習通信
講座の受講者を募集していま
す。まずは、無料の案内書をご
請求ください。

○募集内容
生涯学習通信講座(趣味から
資格まで全200コース以上)
○募集期間 通年申込受付
○受講期間 3か月～1年
(講座によって異なります)
○募集対象 一般
○申込方法
ご請求により案内書をお届け。
電話・FAX・ホームページか
らお申込みいただけます。
FAX 042-574-1006

ホームページ
http://www.n-gaku.jp/life
案内書請求フリーダイヤル
0120-06-8881

佐賀地方法務局唐津支局では、
平日に法務局へ相談においでに
なれないお客様のために、下記
のとおり「県下一斉法務局休日
なんでも相談所」を開設します。
当日は、法務局職員のほか、

公証人、司法書士、土地家屋調
査士及び人権擁護委員が、土
地・建物に関する登記の相談、
戸籍に関する相談、給与の差押
えや家賃の支払い等の供託に関

する相談、離婚･遺言･成年後見
等に関する相談、人権相談等に
お答えすることとしております
ので、お気軽にお越しください。
相談は無料で、秘密は厳守さ

れます。
なお、相談事項に関しまして

資料等がありましたら持参願い
ます。
また、当日は、相談所の開設

のみで、各種申請の受付及び証
明書類の発行等はできませんの
で、ご了承願います。
○日 時 ９月11日(日)
午前10時から午後４時まで
○場 所
佐賀地方法務局唐津支局
唐津市千代田町2109番地63

NHK学園 受講者募集！

問）NHK学園
牲042-572-3151(代表)

建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労
働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を目的とし
て設立された退職金制度です。
この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じ
て掛金となる救済証紙を共済手帳に貼り、その労働者が建設
業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うと
いう、いわば業界全体での退職金制度です。

加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛 金：日額310円

◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
◎掛金の一部を国が助成します。
◎掛金は事業主負担となりますが、法人は捐金、個人では必要経費
として扱われ、税法上全額非課税となります。
◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Q&Aなど建退共制度の
知りたい情報が記載されています。
ぜひ、アクセスしてご覧下さい!!

※詳しいことは、最寄りの建退共支部へお問い合わせ下さい。

医療機関で受診する個別健診と町でお
こなう集団健診のどちらかが選べます。
個別健診を希望される方は、役場保健
介護課に受診券を取りに来てください。
また、集団健診は１月19日（木）の予
定です。
健康管理のために、健診を受けましょ
う。

※7月７，8日の地区別住民健診で受け
られた方は受診済となっています。

「県下一斉法務局
休日なんでも相談所」
の開設について

問）佐賀地方法務局唐津支局 総務課
牲0955-74-1441(担当:井手口、田中)

知っていますか？建退共制度

特

長

建退共 検索斉

1

●保健介護課より

お問い合わせ先
保健介護課 牲５２－２１５９

後期高齢者医療保険者の方へ

健康診査の受診券を
配布します
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【一般書・実用書】
★『やなりいなり』 畠中 恵/著

★『しあわせ節電』 鈴木 孝夫/著

★『心をつなぐニュース 東日本大震災』 池上 彰/著

★『「寝る前に30分」を変えなさい』 高島 徹治/著

★『夫とふたりでもうまく暮らすコツ』 青沼 貴子/著

【児童書・絵本】
★『上をむいて歩こう』 のぶみ/作

★『ひとりぼっちのガブ』 きむら ゆういち/作

★『怪談学校』全3巻 木原 浩勝/作

★『すくえ!ココリンときせきのほし』 やなせ たかし/作

★『とけいがよめるようになる!!とけいくん』 柏原 晃夫/作

新しく入った本です ★印の本は全て新刊です。

今月は、漁業に関連する本を紹介します。

◎『たまゆらり』 高橋 克彦/著

◎『ダークゾーン』 貴志 祐介/著

◎『刑事のまなざし』 薬丸 岳/著

◎『モダンタイムス』 伊坂幸太郎/著

◎『ダイイング・アイ』東野 圭吾/著

8月休館日のお知らせ
第2・第4火曜日
(9日・23日)

お話会 8/6(土)午後２時～
『ありとすいか』 たむらしげる/作
『なつのいけ』村上康成/作
折り紙でセミを作るよ！絵本コーナーで待っています。

平成の家族小説シリーズ第2弾！完璧すぎる妻のおか
げで帰宅拒否症になった夫。両親が離婚するらしいと
気づいてしまった娘。里帰りのしきたりに戸惑う新婚
夫婦。ささやかだけれど悩ましい６つのドラマ。

奥田 英朗/著

事故で未来を奪われた野球少年に、勇気を与えようと
奮起する老プロ野球選手。不治の病で隔離された少年た
ちが、長年寄付を続ける謎の男に託す想い。そして、迫
害されていた自分たちに、唯一手を差し伸べてくれた少
女への恩返し。追い詰められた彼らは、最期の想いを遂
げられるのか！？命を賭けた『恩返し』がはじまる！絶
望の中で生きる意味を問う、命と絆のストーリー。

山田 悠介/著

日本の風土と自然、歴史に根ざした
人々の「信心」をひもとく。八百万の
神々から小惑星探査機はやぶさまで、信
じる気持ちの大切さを実感。
（児童書）

中沢 新一/著

★『魚の経済学 市場メカニズムの
活用で資源を護る』山下 東子/著

魚を食べられなくなる日がやってくる！？
漁業問題のあれこれをわかりやすく解説。

★『イワシはどこへ消えたのか』本田 良一/著

イワシが獲れなくなった。全国水揚げ量はピーク時の60分の1
である。なぜこのようなことが起こるのか。「レジーム・シフト」
をわかりやすく説明し、水産行政や地元産業への影響を通して
水産資源をどう守っていくかを考える。

★『漁師志願』山下 篤/著

（「読んでみようおすすめの本90！」の中の１冊です！）

数ある東野圭吾の
作品の中でも
グンを抜いて
怖い作品!!

決定!! 第145回芥川賞･直木賞
※受賞作品、候補作品も
そろっています。

毎日、暑い日が続いていますが、こんな日は背筋が凍
りつくようなミステリー本を読んでみませんか？

◎『感染夢』明野 照葉/著
幸せな暮らしを営んでいたはずの従兄弟が、一家心中を遂げ
た。阿波隼人は、従兄弟が生前、不可解な夢に苦しんでいた
ことを知り驚愕する。自身も、同じ悪夢にうなされていたか
らだ。夢に出てくる女は誰なのか。少しずつ狂ってゆく。衝
撃のラスト１ページまで繰る手が止められない、ノンストッ
プホラー。

直木賞受賞作品
◎『下町ロケット』 池井戸潤著

芥川賞
◎該当作無し
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クイズの答えがわかった人は、クイズの答え、ご意見、ご感想をご記入のうえ（※必須です！）、

添付のハガキで平成23年8月31日（当日消印有効）までに送って下さい。
正解者の中から抽選で10名の方に図書カードをプレゼントします。

【ヨコのカギ】
①浴衣を○○る。着る。

③夏の甲子園で高校○○○○が繰り広げられる。

⑤子どもの頃は多く、大人になると少ない夏の連休。

⑥美しくすること。美しく変えること。

⑦可もなく○○もなし。

⑨絵の具と○○えんぴつで風景画を塗る。

⑪外から見てわかる物事のありさま。状態。

⑬俳句などで、音数が定まった音よりも多いこと。

⑮友達の悪口を言われ○○ついたがこらえた。

⑰夏の休みに多く出る課題全般を。

【タテのカギ】
①火を付けるとパチパチと光ってキレイ。

②休みの日に母に財布を渡され○○○○を頼まれた。

③値段が 高い←→○○○。

⑦涼しい音を聞かせてくれる夏の風物詩。

⑧液体をこしたあとに残ったり、液体を入れた容器の底に

沈殿したりしたもの。漬け物などに使う。

⑩大通りから脇道にある建物と建物との間の狭い道。

⑪夜のあいだ。よる。やかん。

⑫チョウやガの幼虫で、体に毛の多い虫。

⑭野球のヒットを日本語で。

⑯風邪をひいた時に食べる米等をゆでた食べ物。
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問題
太枠の文字を並べてできる
言葉はなんでしょうか？

答え □ □ □ □□□

先月の答え
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０
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６
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や
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武

史

轟

木

町の人口
平成23年６月末現在

男 3,221人 （－ 17人）
女 3,219人 （－ 1人）
合 計 6,440人 （－ 18人）
世帯数 1,995世帯（+2世帯）
※（ ）内は前月比
※住民基本台帳法に基づく数

先月の答えは

たなばた
でした。
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医師、保健師、管理栄養士、保健

指導経験看護師など、特定保健指導
業務に従事可能で、かつ従事するた
めに人材登録を希望する方を募集し
ています。
人材登録の対象者は、佐賀保健指

導支援ステーションが実施している
研修や、他団体が実施している、厚
生労働省が示しているガイドライン
に準拠した研修を受講された方です。
登録希望の方は人材登録届に必要な
事項を記入して、佐賀保健指導支援
ステーションへ郵送いただくと登録
完了となります。(人材登録届は、
(財)佐賀県総合保健協会のホームペ
ージからダウンロードできます)
なお、登録いただいた情報は市町

に送られ、各市長が登録人材の活用
を希望される場合は、直接御本人様
に連絡があります。

登録申込み及び問い合わせ先

〒840-0815 佐賀市天神一丁目4番15号
佐賀県総合保健協会内
佐賀保健指導支援ステーション
(担当 山田、氷室、森永)
TEL 0952-25-2320
ホームページアドレス
httpt://www2.saganet.ne.jp/saga-shk/

○主 催
第38回九州地区人権・同和教育夏期講座 実行委員会
第38回九州地区人権・同和教育夏期講座 佐賀県実行委員会

○テーマ 子どもや地域・職場が元気になる学校づくり、まちづくりを
○日 時 8月23日(火)・24日(水)
○場 所 有田町・嬉野市
23日 全体会・記念講演(有田町 の博記念堂)
24日 実践講座(嬉野温泉各旅館・嬉野市公会堂) 特別講座(嬉野市体育館)

○参加費 2,500円(資料代)

佐賀県、玄海町および唐津上場商工会では、東日本大震災被災者の支援および地
域経済の活性化を図るため、10,100円で11,000円のお買い物ができる、お得な
商品券を発売中です。購入代金の中から、１セット(11,000円相当)につき100円
を東日本大震災の義援金として、佐賀県を通じて被災者支援のために使用させて
いただきます。
【販売方法】１セット(500円×22枚綴 11,000円相当)を10,100円で販売(うち100円は義援金）

※１人当たりの購入上限は、10セットまでとします。

【販売場所】唐津上場商工会経営支援センター（玄海町産業会館内）
【発売開始】平成23年７月31日(日)
【販売時間】９時から16時まで
【使用期限】平成23年10月31日（月）まで
【取扱店舗】商品券販売時に登録店舗をチラシにより提示します。
【問合せ先】唐津上場商工会（℡５２－２１１８、又は８２－３８２６）

佐賀保健指導支援
ステーション
人材登録者募集

第38回九州地区人権･同和教育夏期講座開催概要

佐賀きずなプロジェクト義援金付きプレミアム商品券発売中
佐賀県は東日本大震災の被災者の皆さまを支援しています




